
の色が付いた回答欄に選択肢番号ご記入ください。

の色が付いた回答欄に自由回答をご記入ください。

の色が付いた回答欄に数値をご記入ください。

　　　のような図形で選択肢を囲んでも結果には反映されません。

例：　１. 1未満　　２. 1以上2未満　　３. 2以上5未満　　４. 5以上10未満　　５. 10以上　　　　

下限値等-シマジン ↓　回答欄

装置検出下限値(IDL)（µg/L) µg/L（試料中の濃度を示す）

IDL算出方法
１．S/Nに基づく方法　　２．標準液の繰り返し測定値の標準偏差を用いた方法　　３．装置ブ
ランク試料繰り返し測定値の標準偏差を用いた方法　　４．その他

 　その他（右のセルにご記入ください）

IDL-標準液の濃度（µg/L） µg/L（上記１．または２．の方法で算出した場合にご記入ください）

IDL-S/Nに基づく方法でのS/N （上記１．の方法で算出した場合にご記入ください）

IDL-繰り返し測定回数（回） 回（上記１．または３．の方法で算出した場合にご記入ください）

分析方法検出下限値(MDL)（µg/L) µg/L（試料中の濃度を示す）

MDL算出方法
１．(標準添加)試験液の繰り返し測定値の標準偏差を用いた方法　　２．操作ブランク試料
繰り返し測定値の標準偏差を用いた方法　　３．その他

 　その他（右のセルにご記入ください）

MDL-繰り返し測定の濃度（µg/L） µg/L（上記１．または２．の方法で算出した場合にご記入ください）

MDL-繰り返し測定回数（回） 回（上記１．または２．の方法で算出した場合にご記入ください）

分析方法定量下限値(MQL)（µg/L) µg/L（試料中の濃度を示す）

MQL算出方法

１．水質汚濁に係る人の健康保護に関する環境基準の10分の１として運用
２．「水質管理目標設定項目の検査方法（厚労省）」に記載されている定量下限値を引用
３．(標準添加)試験液の繰り返し測定値の標準偏差を用いた方法
４．操作ブランク試料繰り返し測定値の標準偏差を用いた方法　　５．その他

 　その他（右のセルにご記入ください）

MQL-繰り返し測定の濃度（µg/L） µg/L　（上記３．または４．の方法で算出した場合にご記入ください）

MQL-繰り返し測定回数（回） 回　（上記３．または４．の方法で算出した場合にご記入ください）

下限値等-チオベンカルブ

装置検出下限値(IDL)（µg/L) µg/L（試料中の濃度を示す）

IDL算出方法
１．S/Nに基づく方法　　２．標準液の繰り返し測定値の標準偏差を用いた方法　　３．装置ブ
ランク試料繰り返し測定値の標準偏差を用いた方法　　４．その他

 　その他（右のセルにご記入ください）

IDL-標準液の濃度（µg/L） µg/L（上記１．または２．の方法で算出した場合にご記入ください）

IDL-S/Nに基づく方法でのS/N （上記１．の方法で算出した場合にご記入ください）

IDL-繰り返し測定回数（回） 回（上記１．または３．の方法で算出した場合にご記入ください）

分析方法検出下限値(MDL)（µg/L) µg/L（試料中の濃度を示す）

MDL算出方法
１．(標準添加)試験液の繰り返し測定値の標準偏差を用いた方法　　２．操作ブランク試料
繰り返し測定値の標準偏差を用いた方法　　３．その他

 　その他（右のセルにご記入ください）

MDL-繰り返し測定の濃度（µg/L） µg/L（上記１．または２．の方法で算出した場合にご記入ください）

MDL-繰り返し測定回数（回） 回（上記１．または２．の方法で算出した場合にご記入ください）

分析方法定量下限値(MQL)（µg/L) µg/L（試料中の濃度を示す）

MQL算出方法

１．水質汚濁に係る人の健康保護に関する環境基準の10分の１として運用
２．「水質管理目標設定項目の検査方法（厚労省）」に記載されている定量下限値を引用
３．(標準添加)試験液の繰り返し測定値の標準偏差を用いた方法
４．操作ブランク試料繰り返し測定値の標準偏差を用いた方法　　５．その他

 　その他（右のセルにご記入ください）

MQL-繰り返し測定の濃度（µg/L） µg/L　（上記３．または４．の方法で算出した場合にご記入ください）

MQL-繰り返し測定回数（回） 回　（上記３．または４．の方法で算出した場合にご記入ください）

分析実施にあたっての留意した点及び 問
題と感じた点

計算式

分析結果報告書［14］共通試料２（模擬水質試料：農薬）
分析方法等　【下限値等】

農薬濃度(µg/L)＝


